
令和４年度⼊学試験問題（前期⽇程） 

化 学 
出題意図及び正答例 

問題 １ 

出題意図  
水および直鎖アルカンを例として，気液平衡と蒸気圧に関する基礎的知識を問うた。また，

メタンの燃焼反応を例として，化学反応による物質量変化や理想気体の状態方程式に関す

る理解度を問うた。 

正答例 

※記述及び作図問題の正答例は開示していません。 

  

(1) ア 熱運動    イ 凝縮 ウ 平衡 

（気液平衡、飽和

も可） 

エ 沸騰 

(2) オ 36                 カ 69（68 も可） 

(3) 略                                   

(4) 物質 水 理由 略 

(5) 計算過程：略              答 93 kJ 

(6) (a) CHସ  2Oଶ → COଶ  2HଶO 

 (b) 
メタン 0.00 mol 

（0 mol も可） 

酸素 0.10 mol 

（0.1 molも可） 

二酸化炭素 0.10 mol 

（0.1 mol も可） 

水 0.20 mol 

（0.2 mol も可） 

 (c) 

計算過程：略         二酸化炭素 2.7 ൈ 10ସ  Pa 

                              水     1.7 ൈ 10ସ  Pa 

全圧    7.2 ൈ 10ସ  Pa 

൮

二酸化炭素 2.7 ൈ 10ସ Pa   

水            1.8 ൈ 10ସ Pa   

全圧              7.3 ൈ 10ସ Pa も可

൲ 

 (d) 減少する 

(7) 略 



問題 ２ 

出題意図  
代表的な中和滴定を題材として，物質の変化に関する基礎的知識を問うた。化学実験の基

本操作に対する理解度を評価するため，具体的な器具の取り扱い方法などに関する項目を

問うた。また，中和滴定の結果を利用した計算問題を問うことで，基本的な化学反応および

化学量論に関する理解度を評価した。 

 

正答例 

  

※記述問題の正答例は開示していません。 

  

(1) 潮解 

(2) 2NaOH + CO2 → Na2CO3 + H2O 

(3) ホールピペット （イ） コニカルビーカーA （ア） 

(4) 計算過程：略    答：8.00 mL 

(5) 
記号 （ア） 

理由 略 

(6) 

(a) 11.20 mL 

(b) 計算過程：略                  答：    0.700 mol/L 

(c) 計算過程：略                  答：    4.20 % 



問題 ３ 

出題意図  
 有機化合物の基本となる鎖状炭化水素のアルカン，アルケン，アルキンを題材として，こ

れらの製法，異性体，および構造と物理的・化学的性質の関係に関して問い，有機化学の基

本事項についての理解度を問うた。 

 
正答例 

(1) 
メタン： 

捕集方法：水上置換 
アセチレン： 

(2)  
 

（○） 

(3) 

(a) クロロプロパン A： 
 

 

クロロプロパン B： 

 

ジクロロプロパン： 

 

(b) 3:1 (c) 4.5 倍 

(4) 

(a) C： 

 

D： 

 

(b) E の構造式： 

 

異性体の名称： 

鏡像異性体（光学
異性体，エナンチ
オマーも可） 

(c) 略 

(5) 

F の構造式： 

 

F の名称： 
ビニルアルコール 

G の構造式： 

 

G の名称： 
アセトアルデヒド 
 

(6) 
分子量： 

計算過程：略    答：54.0 
構造式： 

※記述問題の正答例は開示していません。 

 

  



問題 ４ 

出題意図  
高分子化合物に関して基本的用語と化学構造的な観点から理解しているかを問うた。特

に、セルロースエステルを題材として，高分子の分子構造の理解度を試した。また、与えら

れた定義式に基づいて描かれるグラフの範囲について正しく理解しているかどうか確かめ

た。 

正答例 

(1) 

ア 天然⾼分⼦（化合物） イ 合成⾼分⼦（化合物） ウ 重合度 

エ セルローストリアセテート 

（トリアセチルセルロース，三酢酸

セルロースも可） 

オ セルロースジアセテート 

（ジアセチルセルロース，⼆酢酸

セルロースも可） 

カ アセテート（繊
維） 

(2) 

セルロースの⽰性式 

[C6H7O2(OH)3]n 

化合物（ エ ）の⽰性式 

[C6H7O2(OCOCH3)3]n  （ [C6H7O5(COCH3)3]n も可） 

(3) 

反応の名称 
      脱⽔縮合 （縮合重合も可） 
結合の名称 
グリコシド結合 （「β-グリコシド結合」「β-1,4-グリコシド」「β-グルコシド
結合」「β-1,4-グルコシド結合」「グルコシド結合」「アセタール結合」「エーテ
ル結合」も正解とする） 

(4) 
略 

(5) 

(Ⅰ) 2000 

(Ⅱ) 

⽣成する酢酸の質量 
                      １８．０ ｇ 
⽣成する酢酸の割合 
                      ６２．５ ％ 

(Ⅲ)  ４２ 
(Ⅳ)  ２．４ 

※記述問題の正答例は開示していません。 




















